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１５４ 

新たな沖縄県農業士誕生！ 

～指導農業士・女性農業士・名誉農業指導士～ 

沖縄県では、地域農業を担う先

進的農業経営者の育成並びに女性

の主体的社会参画を促進するた

め、「青年農業士」、「指導農業

士」及び「女性農業士」を認定し

ています。 

令和７年度沖縄県農業士認定式

が9月3日に行われ、中部地区か

らは指導農業士１名、女性農業士 

1名、名誉指導農業士1名が新た 

に認定されました。  

●女性農業士   島袋 愛里 氏（うるま市・肉用牛繁殖） 

●名誉指導農業士   石川 政範 氏（うるま市・花き） 

中部地区和牛改良組合の組合長やうるま市農業委員を務めており、リーダー的存在として
組織の活性化に尽力されている。 
 また、市内小学校への農業体験等の教育支援活動などを積極的に取り組み、地域への寄与
度や社会的信頼度が高い。 

中部地区和牛改良組合うるま市具志川支部の役員及びうるま市農業委員会の委員として組
織運営に関わり活躍されており、地域の女性農業者のリーダーとしての活躍も期待される。 
 また、日頃から農林高等学校や県立農業大学校の実習生の受入や就農希望者への助言も積
極的に行っており、若手の育成に貢献している。 
 

平成元年に就農し、JA 石川支店花き生産部会の役員として部会員を牽引し、地域の小ギ
ク生産を支えてきた。また、ほ場の防犯対策としてハルサーパトロール隊をボランティア
で実施するなど地域活動にも積極的に取り組まれてきた。さらに若手農家への技術継承を
目的として「キクセミナー」の開催に積極的に取り組み、中部地区の小ギク産地の育成に
尽力された。 
 組織活動においては、沖縄県農業士等連絡協議会及び中部農業士会役員として、長年牽
引してきた。 

●指導農業士   安次富 尚 氏（うるま市・肉用牛繁殖） 



令和７年１０月          普及センターだより         第１５４号（２） 

 

 

 近年、人手不足や高齢化が進む中、「スマート農業」が注目されています。今回は、実際に施

設野菜で取り組んでいる事例をご紹介します。 

１．スマート農業とは？ 
スマート農業とは、センサー・ドローン・AIなどの技術を活用して、作業の省力化や収量・

品質の向上を目指す取り組みです。 

２.ゴーヤーの施設栽培（読谷村）での導入事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 環境モニタリング装置 

ハウス内環境（温度、湿度、二酸化炭素、日射量）を機器で測定・記録・データ化し、ハウス

管理でハウス内環境がどのように変化しているかを知ることができます。 

② 自動かん水装置 

制御盤と電磁弁(かん水のON／OFFを行う)で構成され、かん水の時間や回数を設定できます。 

③ ④自動開閉装置 

ハウスの天井や側窓のビニールを自動で開閉し換気する装置。作物にとって最適な環境を維持

することによって生育が安定します。 

 

３．農家の感想 
① 自動開閉装置のおかげで、ハウス内が高温になりすぎることを防ぐことができ、樹勢の維

持、Ａ品率の向上にもつながっていると感じる。 

② ハウス内の環境をモニタリングすることで、朝、光合成が始まると二酸化炭素濃度が外気

(400ppm)より低い200ppm程度まで低下する場合もあることが分かった。それを踏まえて、換気

のタイミングを調整した。 

③ 1人で複数のハウスを管理しているため、自動開閉装置、自動かん水装置は労力の軽減にな

り助かっている。また、ほ場は島尻マージで水はけが良いので、こまめな潅水もできるように

なり助かっている。 
 

安価なモニタリング機器の紹介 

   
                   

 

 

スマート農業に取り組んでみませんか？ 

① 環境モニタリング装置 

② 自動かん水装置 

③ 自動開閉装置（天井ビニール） 

④ 自動開閉装置（側窓ビニール） 

ウィンドリーマー（誠和） 

参考価格：約30万円 

（制御盤とセット） 

くるファミAce（誠和） 

参考価格：約10万円

（原動機のみ） 

プロファインダー（誠和） 

参考価格：約２０万円 

（温度、湿度、二酸化炭素、日射量） 

ウォーターマスターⅡ、電磁弁

（イーエスウォーターネット） 

参考価格：約18万円 

まずは、安価な機器で、ハウス内環境のモニタリング

から始めてみませんか？ 

スイッチボット防水温湿度計（温度・湿度） 

参考価格：2千円 

             Bluetoothでデータ取得しスマホで 

確認可能。更にハブ、Wｉｆｉルータ

ーを準備すれば遠隔でも確認可

能。 

スイッチボットＣｏ2センサー 

（温度、湿度、二酸化炭素濃度）  

参考価格：8千円 

基本性能は左の防水温湿度計と一緒

だが、二酸化炭素濃度も測定可能。 
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農福連携とは、農業と福祉が連携し、障がい者等の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発

展とともに、障がい者等の自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取組のことです。 

年々高齢化や農業従事者の減少、耕作放棄地の増加が進む地域においても農業現場での貴重な

働き手となることや、障がい者等の生活の質の向上、地域住民による多様な活動の展開促進によ

る地域活性化が期待される重要な取組となっています。  

 作業委託する場合、農業者自身が委託したい作業を「作業内容」、「所要時間」、「身体への

負担度合い（姿勢など）」、「危険性（剪定ばさみや鎌を使用する作業か）」などを１つ１つ 

分解・整理する必要があります。これまで感覚的に行ってきた作業を分解・整理するのは難しい

ことかも知れません。しかし、作業効率の見直しや経営改善にも繋がる有意義なことであり、最

終的に作業委託とならない場合であっても大きな意味を持つことだと考えられます。 

 また、周年雇用ではなく「必要な期間(繁忙期の10～12月)のみ」、「雨の日は休み」、「週１

回３時間程度」、「複数の就労支援施設との組み合わせ」など様々な条件設定の上、面接をし、

試行期間も設けてスタートできます。それらの農業者の希望と施設とのマッチングを行っている

のが、『一般財団法人沖縄県セルプセンター』(以下「セルプセンター」と表記)です。 

８月から沖縄市の花き農家が、セルプセンターを通じた４施設と作業委託を開始しています。 

 

【沖縄市の花き農家の事例】 
問い合わせから作業委託開始まで 
～ 実際のスケジュール（流れ）～ 

６月下旬：セルプセンターへ問い合わせ 

７月上旬：作業依頼書を提出 

７月中旬：セルプセンターへ訪問・相談 

７月下旬：ほ場で面談 

８月中旬：試行期間として作業委託開始 
 ※月曜日から金曜日の５日間を午前と午後で分けた 
10コマの時間帯を４施設でローテーション表を作成 

 

「作業依頼書」→ 

セルプセンターＨＰに

Excel版、PDF版様式が 

掲載されています。        

 

 

〒903‐0804 那覇市首里石嶺町 4-373-1  
沖縄県総合福祉センター内 西棟405 

(tel)098-882-5663 (fax)098-882-5664  
(e-mail) info@okinawaselp.com 
(HP) https://www.okiselp.jp/ 

 

セルプセンターは県内280超の障がい者就労施設と連携しています。 

相談は無料です。一度相談してみませんか？ 

『農福連携』始めてみませんか？ 

 

 

 



      

「農作物等台風対策マニュアル」（沖縄

県発行）は台風対策、農業保険制度等も

含めた冊子ですのでご活用ください。 
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  農業経営には、自然災害による収量減少や市場価格下落をはじめ、様々なリスクがあります。 

近年、自然災害（台風、大雨）等も多発しており、農業経営を圧迫する要因にもなっています。 

農業保険は、掛金の一部を国が負担する公的保険制度です。 

経営の安定を図るためには農業保険制度の活用は重要ですので、リスクに備えて加入を検討して

みてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
農業保険制度の動画 

「農家を守る農業保険」 ～90秒～  

 

 

 

 
 
 
 

 

「収入保険に加入して良かったことは？」  

～60秒～       

 

 

 

 

経営リスクに備える農業保険  ～ 備えて安心！農業保険～ 


